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６事実で確かめてみよう！
（１）資料④からわかること）

凸
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銭）白一

１前回までのおさらい
２社会的な見方や考え方の整理

（３）資料⑥からわかること

国家政策における(①）を追求すると，

交通ネットワークは,空間的な平等の実現を目指し，

(②）型となる。 フまとめ①

３今日の目標の確認

４資
(確認

５資

ｅ自分の考えを書こう(予想） ｓまとめ②

日本の交通ネットワークは，どのように変化したのだろうか？
説明してみよう。
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５意見を交流してみよう

（２）負料⑤からわかること
し

口本の交通ネットワークは，どのように変化したのだろう
か？説明してみよう。
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表1-2第二次廃止対象路線のその後。
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西鉄バス。

逝南バス。

逝南バス。

秋田内陸縦貫鉄道。

長良川鉄逆。

林田産業交通（現；いわききバスネットワーク)、南国交通バスに転換。

十勝バス。，

鹿児島交通バス・ＪＲ九州パスに転換。ＪＲ九州バスは、後に撤退。現在は、
大隅交通ネットワーク。

天竜浜名湖鉄逝。

函館バス。

網走バス。
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1986年３月31日

1986年10月31日

1986年10月31日

1986年10月３１日

1986年12月10日

1987年１月9日
一一一一一一一一

1987年２月１日

492人/日
-

508人/日
-

378人/日

霧
843人/日
-

1,09B人/日
-

1,616人/日

同
パ
ス

1987年３月13日98.3kｍ志布志～国分国鉄鹿児ＢＮＬ大隅線

1987年３月14日
-

1987年３月15日
---

1987年３月19日

北海逆拓殖バス・十勝バス・上士幌タクシーに転換。上士幌タクシーは．後
に撤退。

1987年３月22日493人/日７８．３腕帯広～十勝三段国鉄北海道

畿
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士幌線
伊勢鉄逆。

佐賀市営バス・西鉄バスに転換。佐賀市営バスは、後に撤退。

1987年３月26日

1987年３月27日

鹿児島交通バスに転換されたが、現在は、大隅交通ネットワーク・三州自動
車。1,616人/日 1987年３月27日3B､6kｍ西都韓～志布志国鉄宮崎県・鹿児ＢＵＲ志布志線

1987年３月29日ｌ沿岸バス。

1987年７月12日 北海逆中央バス。10090人/日JR北海遡北海迫幌内繰

会津鉄道。

錦川鉄逆。

南国交通に転換されたが、現在は、水俣駅前～大ロバスセンター～鹿児島空
港を結ぶ南国交通運行の特急バスに毎入。

函餓バス。

松浦鉄逆。

真岡鎌道。

北海通中央バス。

西鉄バス。

わたらせ渓谷a固【。

1987年７月15日

1987年７月24日
ＪＲ東日本ｉ西若松~会津歴原

994人/日 1988年１月31日55.7脚水俣～栗野JＲ九州鱗本県・鹿児島県山野線
1988年２月19日

1988年３月31日

1988年４月10日

1988年４月24日

1988年８月31日

1989年３月28日桐生～間醸
一一一一一

延岡～海千穂

一一一一一一一一一

標茶～根室楓i虫

中標津～肛床
一一一

音威子府～南稚内

癌千穂鉄道に転換されたが、2005年９月６日災害により全繰休止。
2007年９月６日延岡～頓峰問を廃止。2008年１２月２日枳峰～西千穂同の廃止
により、全線が廃止。

1,350人/日 1989年４月27日501kｍJＲ九州宮崎県

一

北海逆

忘千葎繰

阿寒パス.

恨蜜壷鍾ｃ

宗谷バス。

1989年４月29日
590人/日

600人/日

894人/日

JR北海迫標輝線

1989年４月30日

北見バス（後に北海迫北見バス）・北紋バス・名士バスに転換。1989年４月30日
JR北海逝北海近

一

北海道

名寄本線

北海迫ちほ<狂廉鉄道に転換されたが、2006年４月２１日に廃止。＋勝バス・
北海道北見バスに転換。

1989年６月３日１４００kｍ池田～北見JＲ北海道池北繰

麦1-3第三次廃止又寸犀騒畷のての近。
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食料Ｕ表２０国内輸送機関別貨物輸送量および輸送分担率資料④④ 1.輸送トン数
(単位:100万トン･％）

蕊-1-1読了年度 総輸送量 国鉄 私鉄 自動車 内航海運１

図５国鉄の累積欠損額の推移 832(100.0）
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再建）により院二なった北海道と九ｈの8二．図
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出典：野田正穂・原田勝正・青木栄一編『日本の鉄道』日本経済評論社
1886年。

注：原資料は『国鉄監査報告書』（各年度)。
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